
 

2000年（平成12年） 

[2000/00/It] 逸村裕「ネットワーク情報資源とメタデータ：CORCにみる図書館サービスへの応用」，『館

灯』（私立大学図書館協会西地区部会東海地区協議会），39，2000，p35-40. 

[2000/00/Na] 長嶺悦子「[2000年度]事例発表１：国立国会図書館総合目録ネットワークの事業展開（広

がるネットワークと図書館資料の整備：検索システムと資料目録（整理部門研究集会））」，『全国公共図

書館研究集会報告書』，2000年度，2000，p11-13. 

[2000/00/No] 野村茂夫「漢籍の目録について：漢字・書籍・目録」，『館灯』（私立大学図書館協会西地区

部会東海地区協議会），39，2000，p1-7. 

[2000/00/Su] 菅野育子「IFLA/FRBRとISWC,ISTCのwork概念の比較」，『Library and information science』，

通号44，2000，p27-41. 

[2000/00/Su] 杉本節子，加戸文子，早川尚美[ほか]「入門講座 相互貸借（ILL=Inter-library loan）の

基礎」，『看護と情報：看護図書館協議会誌』，7，2000，p103-110. 

[2000/00/Ts] 土本潤「分散型総合目録の構築と進化の可能性について：岐阜県内図書館（5館）HP横断蔵

書検索システム（実験版）（2000 21世紀への飛翔）」，『INFOSTAシンポジウム予稿集』（情報科学技術協

会），2000年，2000，p66-70. 

[2000/00/Ya] 山下邦靖「階層を持つ書誌データベースの構築における問題点：特に単行書・逐次刊行物の

二重性格をもつ資料への対応（2000 21世紀への飛翔）」，『INFOSTAシンポジウム予稿集』（情報科学技術

協会），2000年，2000，p51-53 

[2000/02/Go] 郷端清人「図書館システムとセキュリティ（情報サービスとセキュリティ）」，『情報の科学

と技術』，50(2)，2000.02，p80-87. 

[2000/02/Ka] 金子康樹「利用者公開PCのセキュリティについて（情報サービスとセキュリティ）」，『情報

の科学と技術』，50(2)，2000.02，p73-79. 

[2000/03/Da]◎大学図書館研究集会運営委員会編『学術情報提供と次世代図書館サービス：大学図書館の

対応：大学図書館研究集会記録；第17回』，日本図書館協会大学図書館部会，2000.03，150p. ＊国公私

立大学図書館協力委員会との共同刊行。発売：学術文献普及会。大阪市立大学，平成11年9月9日～10

日。「全体会・分科会報告（p119-132）」（北克一，永田治樹，上田修一ほか） 

[2000/03/Fu] 藤巻俊樹「WINEシステム・デモ（早稲田大学新学術情報システム記念式典記録）」，『早稲田

大学図書館紀要』，通号47，2000.03，p19-22. 

[2000/03/Fu] 深澤良彰「基調報告・早稲田大学新図書館システムWINE99が目指すもの（早稲田大学新学

術情報システム記念式典記録）」，『早稲田大学図書館紀要』，通号47，2000.03，p5-19. 

[2000/03/Ga] 学術情報センター研修課「平成11年度総合目録データベース実務研修終了報告」，『学術情

報センターニュース』，No.50，2000.03，p50. 

[2000/03/Ga] 学術情報センター目録情報課「学術雑誌総合目録CD-ROM版1988の刊行」，『学術情報センタ

ーニュース』，No.50，2000.03，p32. 

[2000/03/Ga] 学術情報センター目録情報課「多言語対応目録システムの運用開始」，『学術情報センターニ

ュース』，No.50，2000.03，p29. 

[2000/03/Ga] 学術情報センター目録情報課「目録所在情報サービスの参加機関700機関を突破」，『学術情

報センターニュース』，No.50，2000.03，p28. 

[2000/03/Ga] 学術情報センター目録情報課「目録所在情報サービスの歩み（特集：学術情報センターの目

録所在情報サービス）」，『オンライン・システムニュースレター』，No.70最終号，2000.03.17，p5-12. 

＊目録所在情報システム15年間の歩み（年表） 

[2000/03/Ga] 学術情報センター目録情報課「学術雑誌総合目録のあゆみ（特集：学術情報センターの目録

所在情報サービス）」，『オンライン・システムニュースレター』，No.70最終号，2000.03.17，p13-15.  

[2000/03/Ga] 学術情報センター目録情報課「多言語対応目録システム移行後における検索・登録時の注意

事項」，『オンライン・システムニュースレター』，No.70最終号，2000.03.17，p16-19. 



 

[2000/03/Ga] 学術情報センター目録情報課「多言語対応目録システム運用開始に伴う外字データの整備」，

『オンライン・システムニュースレター』，No.70最終号，2000.03.17，p20. 

[2000/03/Ga] 学術情報センター目録情報課「連載：総合目録データベースデータベース品質管理事例集；

（その5）：図書所蔵編」，『オンライン・システムニュースレター』，No.70最終号，2000.03.17，p23-28. 

[2000/03/Ga] 学術情報センター目録情報課「[平成12年度]会議開催報告」，『オンライン・システムニュ

ースレター』，No.70最終号，2000.03.17，p32. 

[2000/03/Mi] 宮澤彰「目録所在情報サービス今後の展開（特集：学術情報センターの目録所在情報サービ

ス）」，『オンライン・システムニュースレター』，No.70最終号，2000.03，p2-4. 

[2000/03/Mi]○宮澤彰「書誌ユーティリティの接続（第1部：日本情報の国際共有）」，『日本情報の国際共

有に関する研究；平成11年度報告』，（研究代表者：内藤衛亮），2000.03. 

[2000/03/Mi]○宮澤彰「NACSIS-CATにおける韓国語対応（第 1部：日本情報の国際共有）」，『日本情報の

国際共有に関する研究；平成11年度報告』，（研究代表者：内藤衛亮），2000.03. 

[2000/03/Mo] 森川博之「奈良県立図書館の学術情報センターシステムの利用：所蔵資料の遡及入力を中心

に（参加館紹介）」，『学術情報センターニュース』，No.50，2000.03，p35. 

[2000/03/Na] 中野和廣「東京電機大学理工学部における文献複写業務の機械化について（第2章 文献複

写システムと ILL）」，『私立大学図書館協議会東地区研究部会 相互協力研究分科会報告』，8，2000.03，

p55-94（第2章全体）. 

[2000/03/Ni] 西村昭子，水谷長志（東京国立近代美術館）「展覧会カタログの書誌情報：その生成と流通

に関する一試論」，『アート・ドキュメンテーション研究フォーラム報告書』，Vol.2nd，2000.03，p28-36. 

[2000/03/No] 野原千鶴（済生会下関総合病院）「NACSISに参加する病院図書室：今とこれから（小特集：

ネットワークの中の病院図書室：より広く，より近く，より深く」，『ほすぴたるらいぶらりあん』，25(1)，

2000.03，p21-27. 

[2000/03/On] 小貫有紀子「工学系大学図書館における相互協力のあり方：学術情報センターに参加してい

ないILLの事例報告（第2章 文献複写システムとILL）」，『私立大学図書館協議会東地区研究部会 相互

協力研究分科会報告』，8，2000.03，p55-94（第2章全体）. 

[2000/03/Sa] 佐久間広徳「MARCと図書館システム」，『図書館の学校』，3，2001.03，p28-29. 

[2000/03/Sa] 佐藤美子「目録をとるということ：記録をする意味（<目録を考える>）」，『図書の譜』（明治

大学図書館），4号，2000.03． ＊「文字」とNC総合目録データベース。 

[2000/03/Si] Silberstein，Steve「次世代図書館システムにむけて（早稲田大学新学術情報システム記念

式典記録）」，『早稲田大学図書館紀要』，通号47，2000.03，p22-39. 

[2000/03/To]◎図書館システム・ネットワーク専門委員会編『インターネットに公開されたOPAC調査：図

書館システム・ネットワーク専門委員会報告書；平成11年度』，浦和：埼玉県公共図書館協議会，2000.03，

44p．  

[2000/03/Wi]○ミョン・チャン・ウィルソン（Myoung C. Wilson）；野末俊比古訳「全国的・国際的研究コ

ミュニティの研究：21世紀の学術情報センター（報告）」，『日本情報の国際共有に関する研究；平成11

年度報告』，（研究代表者：内藤衛亮），2000.03. 

[2000/03/Ya] 山内隆文（名古屋学院大学附属図書館）「ポーランドから発信する日本情報 : ポーランド日

本情報工科大学における講演より」，『館灯』（私立大学図書館協会西地区部会東海地区協議会

ISSN:03873919）,Vol.38， 2000.03，p9-15.  

[2000/03/Yo] 吉田千草（明治大学図書館整理課）「総合目録データベースの品質管理についての考察：OCLC

との比較を通して（<目録を考える>）」，『図書の譜』（明治大学図書館），通号４，2000.03，p170-186 

[2000/04/Ma] 松林正巳「ネットワーク時代の目録規則：AACR2の改訂動向について（特集：ネットワーク

時代の目録）」，『大学の図書館』，19(4)（通号317），2000.04，p54-57 

[2000/04/Mo] 森山光良「公共図書館の都道府県域総合目録ネットワークの現段階：独特の発展形態と課題」，

『図書館雑誌』（日本図書館協会，ISSN:03854000），94(4)，2000.04，p260-263. 



 

[2000/04/To] 徳永智子「和装古書目録データ入力この一年（特集：ネットワーク時代の目録）」，『大学の

図書館』，19(4)（通号317），2000.04，p59-61. 

[2000/06/Ka] 河原田伊左男「総合目録データベース実務研修受講報告」，『関西大学図書館フォーラム』

（ISSN:13420828），5，2000.06，p63-65. 

[2000/06/Ko]◎国立大学図書館協議会国際情報アクセス特別委員会『海外機関との相互利用（文献複写）

に関する調査報告』，2000.06，27p. 

[2000/06/Ta] 竹村心（京都大学教育学部）「わが国の図書館政策；Ⅰ：学術政策と大学図書館：解説．80-90

年代の学術と大学図書館の政策」，『現代の図書館』（日本図書館協会 ISSN:00166332）,Vol.38，No.2，

2000.06，p79-82.  

[2000/07/As] 浅野泉「Webcatでの大学図書館公開の可能性への提案」，『北の文庫』，no.29，2000.07，p6-10. 

[2000/07/Wa] 中山伸一「感情による図書の検索システム（特集：情報検索）」，『人文学と情報処理』，(28)，

2000.07，p73-82. 

[2000/07/Wa] 和中幹雄「児童書の収集と発掘：国際子ども図書館児童書総合目録の概要（特集：情報検索）」，

『人文学と情報処理』，(28)，2000.07，p62-72. 

[2000/08/Ko] 国立情報学研究所コンテンツ課「国立情報学研究所の設置」，『NACSIS-CAT/ILLニュースレ

ター』，1号，2000.08.10. 

[2000/08/Mo] 渡部聡彦（東京大学情報基盤センター）「ここがすごいぞ！電子図書館」，『電気学会誌』，

Vol.120，No.8/9，2000.08，p526-529. ＊総合目録情報データベース，ILL，オンラインジャーナル 

[2000/09/As] 浅倉秀三「文字列検索によるJ-BISC検索」，『情報管理』（ISSN00217298），Vol.43，No.6，

2000.09，p481-490. 

[2000/09/Ma] 松井幸子（図書館情報大学），今野裕美（サンネット）「わが国の公共図書館における WWW

版OPACの現状：46館のOPACシステムの現状調査と 3種のOPACシステムの利用調査」，『日本図書館情

報学会誌』，46(2)，2000.09，p49-72.  

[2000/09/Mi] 南俊朗，栗田英和，有川節夫「イメージによる図書目録カード検索システム：遡及入力問題

の一解決法」，『情報処理学会研究報告』（ISSN09196072），Vol.2000 No.91(FI-60)，2000.09，p63-71. 

[2000/09/Mi] 南俊朗，栗田英和，有川節夫「イメージによる図書目録カード検索システム：遡及入力問題

の一解決法」，『ディジタル図書館』（ISSN13407287），No.18，2000.09，p27-35. 

[2000/09/Na] 永森光晴，阪口哲男，杉本重雄，田畑孝一（図書館情報大学）「RDF Schemaに基づくメタデ

ータレジストリ」『ディジタル図書館』（ISSN13407287），No.18，2000.09，p49-56. 

[2000/09/Sa] 酒井香里, 松田明子, 小宮山淑子（東京都立航空工業高等専門学校学生係）「<研究ノート>

学術情報センターのデータを利用した雑誌目録の作成」，『研究紀要』（東京都立航空工業高等専門学校 

ISSN:03871355）Vol.37，2000.09，p137-139 

[2000/09/Su] 杉本重雄（図書館情報大学）「Dublin Coreについて：最近の動向，特に qualifierについ

て」，『ディジタル図書館』（ISSN13407287），No.18，2000.09，p36-48. 

[2000/09/Ya] 山口直比古「NACSIS-ILLとユーザー会（特集：文献入手の可能性を拡げるために）」，『医学

図書館』，47(3)，2000.09，p262-265. ＊ILL料金相殺のためのユーザー会設立の試み 

[2000/10/Ha] 原田隆史「図書館コンソーシアムとドキュメント・デリバリー」，『同志社大学図書館学年報．

別冊，同志社図書館情報学』，12，2000.10，p1-18. 

[2000/10/Ha] 蓮沼龍子，「Die Vernetzung der japanbezogenen Bibliotheken in Deutschland mit der 

NACSIS-CAT,3」，『日独図書館懇談会会報』（日独図書館懇談会） Vol.14, No.4 (通号 55)，2000.10，p2-4  

[2000/10/Mo] 森岡倫子，松浦淳子（国立音楽大学図書館）「音楽資料を対象としたOPACのログの分析：利

用者の用いる検索語と検索方法」，『情報の科学と技術』，50(10)，2000.10，p514. 

[2000/10/Ts] 土本潤「分散型総合目録とその発展の可能性について（特集：INFOSTAシンポジウム2000）」，

『情報の科学と技術』，50(10)，2000.10，p508. 

[2000/10/Ya] 山下邦靖（日本大学生物資源科学部）「階層をもつ書誌データベースの構築における問題点：



 

特に単行書・逐次刊行物の二重性格を持つ資料への対応」，『情報の科学と技術』，50(10)，2000.10，p506. 

[2000/11/In]◎猪瀬博編『学術情報サービス：21世紀への展望：情報学シリーズ；1』，丸善，2000.11，1

冊. 

[2000/11/Ko]「複写申込ランキング調査による逐次刊行物の利用傾向について」，『国立国会図書館月報』

（ISSN:00279153），通号476，2000.11，p34-37. 

[2000/11/Ma] 松川伸一（九州大学大学院）「図書目録カードイメージ入力のボトルネック：大量データの

正当性を検証する」『ディジタル図書館』（ISSN13407287），No.19，2000.11，p5-18. 

[2000/11/No] 野口迪子「基本図書を主として（特集：医学情報を探す，医学書を探す）」，『情報の科学と

技術』，50(11)，2000.11，p542-552. 

[2000/11/Ue] 上田修一，倉田敬子，吉野貴庸，石田栄美「WWW上のOPACにおける既知事項検索の諸問題」，

『Library and Information Science』，no.41，2000.11，p1-15. ＊利用者の視点からOPACを評価 

[2000/12/In] 井上智雄，上野晴樹（国立情報学研究所）「NACSIS-ILL自学システムの開発」，『NII Journal』，

（国立情報学研究所 ISSN:13459996），1，2000.12，p43-49. 

[2000/12/Ko] 国立情報学研究所コンテンツ課「図書所蔵レコード5,000万件突破!」，『NACSIS-CAT/ILLニ

ュースレター』，2号，2000.12.25. 

[2000/12/Ko] 国立情報学研究所コンテンツ課「WWW対応新 CAT/ILLゲートウェイ WebUIPの公開」，

『NACSIS-CAT/ILLニュースレター』，2号，2000.12.25. 

[2000/12/Ko] 国立情報学研究所コンテンツ課「総合目録データベースへの電子ジャーナルの登録」，

『NACSIS-CAT/ILLニュースレター』，2号，2000.12.25. 

[2001/12/Ko] 国立情報学研究所コンテンツ課「目録で慰安の操作は大丈夫？」，『NACSIS-CAT/ILLニュー

スレター』，2号，2000.12.25. 

[2001/12/Ko] 国立情報学研究所コンテンツ課「平成12年度総合目録データベース実務研修（目録担当者

コース）報告」，『NACSIS-CAT/ILLニュースレター』，2号，2000.12.25. 

[2000/12/Mi] 宮崎敬, 松島久夫, 西村治（長野工業高等専門学校）「電子化の時代を迎えた高専図書館:

長野高専における図書館情報化システムの導入とその利用について」，『長野工業高等専門学校紀要』（長

野工業高等専門学校 ISSN:02861909），Vol.34，2000.12，p179-186  

2001年（平成13年） 

[2001/00/Ab]○阿部立郎（平和情報センター）「図書館における日本語データベースの現状：21世紀にお

ける日本情報ドイツ語圏日本関係図書館の新しい課題」，『日本情報の国際共有に関する研究；平成 12

年度報告』，2001，p227-239. ＊日本語自然文の解析ソフトウェアHappinessの紹介等。 

[2001/00/Go]○後藤敦子（東洋文庫ユネスコ東アジア文化研究センター）「アラビア文字図書における図書

整理の現状と課題：東洋文庫アラビア語図書典拠ファイル作成の紹介」，『典拠情報と典拠コントロール

の現状：国立情報学研究所共同研究「日本における国際書誌調整」；平成13年』，2001，p91-113. 

[2001/00/Ha] 濱口幾子「愛知県立看護大学附属図書館における図書館間相互協力について（事例報告テー

マ：大学図書館における相互協力（平成12年度第1回[東海地区大学図書館協議会]研修会））」，『東海地

区大学図書館協議会誌』，通号46，2001，p18-20. 

[2001/00/Hi] 平井芳美「名古屋大学附属図書館におけるILL（事例報告テーマ：大学図書館における相互

協力（平成12年度第1回[東海地区大学図書館協議会]研修会））」，『東海地区大学図書館協議会誌』，通

号46，2001，p15-17. 

[2001/00/Is] 石井啓豊「<講演要旨>図書館活動の新しい展開の中で（事例報告テーマ：大学図書館におけ

る相互協力（平成12年度第1回[東海地区大学図書館協議会]研修会））」，『東海地区大学図書館協議会誌』，

通号46，2001，p8-14. 

[2001/00/Ka] 加藤直美「大学図書館における相互協力：東海地区私立大学図書館の動向を中心に（事例報

告テーマ：大学図書館における相互協力（平成12年度第1回[東海地区大学図書館協議会]研修会））」，

『東海地区大学図書館協議会誌』，通号46，2001，p21-23. 



 

[2001/00/Ko]◎国立情報学研究所『中国との学術情報交流プロジェクト；2000年度報告』，2001，89p. ＊

北京日本学研究センターの目録データベース構築について。 

[2001/00/Ko]◎国立情報学研究所『日米両国におけるドキュメント・デリバリー・サービスの改善に関す

るプロジェクト；2000年度報告』，2001，74p. ＊米国RLG及びOCLCの各ILLシステムとNACSIS-ILLと

をISOのILLプロトコルを用いてシステム間の相互利用の実現するための検討。 

[2001/00/Ku]○桑原節子（ベルリン日独センター）「ドイツ語日本関係図書館の新しい課題開催報告：21

世紀における日本情報ドイツ語圏日本関係図書館の新しい課題」，『日本情報の国際共有に関する研究；

平成12年度報告』，（平成12年度），2001，p171-175. 

[2001/00/Ma]○松井幸子「名称典拠共同計画活動：文献展望」，『Record of Workshop on Authority Control 

among Chinese, Korean and Japanese Language』，2001，p127-144. ＊英文，NACOプログラムについて。 

[2001/00/Mi] 宮部浩之「図書館システム構築のヒント：ドキュメントから見たシステム作り」，『館灯』（私

立大学図書館協会西地区部会東海地区協議会），40，2001，p28-40. 

[2001/00/Mi]○宮澤彰「NACSIS-CATのヨーロッパにおける展開：21世紀における日本情報ドイツ語圏日本

関係図書館の新しい課題」，『日本情報の国際共有に関する研究；平成12年度報告』，（平成12年度），2001，

p212-216.＊ドイツの日本関係図書館におけるNACSIS-CAT導入への提案。 

[2001/00/Mi]○宮澤彰「NACSIS-CAT典拠コントロールの概念」，『Record of Workshop on Authority Control 

among Chinese, Korean and Japanese Language』，2001，p7-12. ＊英文付 

[2001/00/Na]○内藤衛亮「典拠データベースの可能性」，『典拠情報と典拠コントロールの現状：国立情報

学研究所共同研究「日本における国際書誌調整」；平成13年度』，（平成13年度），2001，p1-6. 

[2001/00/Na] 中村茂彦「ITを活用した目録の編集」，『東京都立中央図書館研究紀要』(ISSN 09144005)，

(31), 2001,p3-56.  

[2001/00/Sa]○酒井清彦「NACSIS-CATにおける著者名典拠レコードの現状」，『典拠情報と典拠コントロー

ルの現状：国立情報学研究所共同研究「日本における国際書誌調整」；平成13年度』，（平成13年度），

2001，p7-24. 

[2001/00/Sa]○酒井清彦，京藤貫「NACSIS-CATにおける著者名典拠レコード：その機能と作成方法」，

『Record of Workshop on Authority Control among Chinese, Korean and Japanese Language』，2001，

p13-45. ＊英文付 

[2001/00/Sa]○酒井清彦，京藤貫「NACSIS-CATにおける著者名典拠データの記述方法」，『Record of 

Workshop on Authority Control among Chinese, Korean and Japanese Language』，2001，p160-169. ＊

英文付 

[2001/00/Sh] 柴山盛生（国立情報学研究所）「わが国の大学図書館における学術情報流通状況の分析」， 

『日仏図書館情報研究』(ISSN 09167684日仏図書館情報学会)(27), pp.53～58, 2001,  

[2001/00/Ta]○太刀川佑子，松井幸子「NACSIS-CATの著者名典拠ファイルの解析」，『典拠情報と典拠コン

トロールの現状：国立情報学研究所共同研究「日本における国際書誌調整」；平成13年』，（平成13年度），

2001，p57-79. 

[2001/01/Ha] 橋爪宏達「振り仮名を振ること」，『プログラミング・シンポジウム報告書』，Vol.42nd，2001.01，

p21-25. ＊NACSIS-CATデータベースの書名の「読み」に基づき漢字表記の分かちを行い，高度な漢字

書名索引を作成。 

[2001/01/In] 井上智雄，上野晴樹（国立情報学研究所）「NACSIS-ILLシステム講習の遠隔化に向けて」，『情

報処理学会研究報告』，Vol.2001，No.5（GW-38），2001.01，p37-42. 

[2001/01/Ky] 京藤貫「講演(1)NACSIS-CAT・ILLの現状と将来 (私立大学図書館協会第 61回(2000年度)

総会・研究大会記録) -- (研究大会メインテーマ 大学図書館の新世紀)」，『私立大学図書館協会会報』

（私立大学図書館協会 ISSN:02887002），通号115 ，2001.01，p112～116  

[2001/01/No] 野原千鶴「病院図書室のような小規模図書館でのNACSIS-CAT-ILLの利用（Q&A）」，『医学図

書館』，48(1)，2001.01，p117-118. 



 

[2001/02/Ko] 国分一也「『国書総目録』を究めたい（特集：図書館員が書いた本の探し方；４）」，『みんな

の図書館』，no.286，2001.02，p37-45. 

[2001/03/Fu] 船渡川清「引用リンクを基盤とした高機能学術文献情報プラットホームの形成：国立情報学

研究所（学術情報センター）情報サービス高度化に向けた一戦略」，『大学図書館研究』，No.61，2001.03，

p1-7. 

[2001/03/Ko]◎国立情報学研究所『日米両国におけるドキュメント・デリバリー・サービスの改善に関す

るプロジェクト；2000年度報告』，2001.03，21p.  

[2001/03/Ko] 国立情報学研究所コンテンツ課「学術雑誌総合目録和文編 2000年版冊子体の出版」，

『NACSIS-CAT/ILLニュースレター』，3号，2001.03.25. 

[2001/03/Ko] 国立情報学研究所コンテンツ課「多言語対応Webcatの利用方法」，『NACSIS-CAT/ILLニュー

スレター』，3号，2001.03.25. 

[2001/03/Ko] 国立情報学研究所コンテンツ課「NACSIS-ILLシステムの ISO ILLプロトコル対応」，

『NACSIS-CAT/ILLニュースレター』，3号，2001.03.25. 

[2001/03/Ko] 国立情報学研究所コンテンツ課「目録で慰安の操作は大丈夫？(2)」，『NACSIS-CAT/ILLニュ

ースレター』，3号，2001.03.25. 

[2001/03/Ko] 国立情報学研究所コンテンツ課「平成12年度総合目録データベース実務研修（システム担

当者コース）報告」，『NACSIS-CAT/ILLニュースレター』，3号，2001.03.25. 

[2001/03/Ku] 工藤邦彦（福岡大学図書館）「目録データベースからみた漢字」，『図書館学』（西日本図書館

学会），No.78，2001.03,p9-14. ＊UCSの採用。 

[2001/03/Ku] 熊野慎治「NACSIS-CAT総合目録データベースにおける図書書誌の変化：ローカルシステム

へ取込んだ後の修正に関する調査」，『図書館界』，52(6)，2001.03，p294-303. 

[2001/03/Mi] 宮澤彰（国立情報学研究所）, 安立眞理子（チューリヒ大学東洋学部日本学科図書館）「チ

ューリヒ大学日本学科図書館NACSIS-CATプロジェクト報告（事例報告）」，『NII journal』（国立情報学

研究所），(2)，2001.03，81-91.  

[2001/03/Su] 杉田茂樹，江口浩二「目録データベースとWebコンテンツの統合的利用方式」，『情報処理学

会研究報告』（ISSN:0919-6072），Vol.2001 No.20-(FI-61 NL-142)，2001.03，p153-158. 

[2001/03/Su] 杉田茂樹「図書に関する異種情報資源の統合的利用方式に関する一検討」，『学術情報センタ

ー・セミナー研究レポート』，（平成12年度），2001.03，p1-12. ＊目録データベースとWWW上に分散す

る非定型な書評コンテンツの統合および連携方式を試作。 

[2001/03/Wa] 渡部聡彦，武井純孝，杉本雅則，中川裕志「携帯端末への書誌・所蔵館情報の表示方法」，

『情報処理学会年次大会発表論文集』，Vol.7th，2001.03，p139-142. 

[2001/04/Ii] 飯倉忍「Z39.50の行く末（CA1386）」，『カレントアウェアネス』，No.260，2001.04，p7-8. 

[2001/05/Ya] 山中秀夫「古典籍の記述対象単位に関する考察：総合目録における資料の同定の可能性」，

『ビブリア』（天理図書館），No.115,2001.05，p142-156  

[2001/05/Yo] 米澤誠「<教育講演>病院図書室で利用できるNACSISサービス[含質疑応答]（全国図書研究

会）」，『日本病院会雑誌』，48(5)，2001.05，p697-704. 

[2001/06/As] 浅井将行「『医学洋書総合目録』に関するアンケート調査：結果報告」，『医学図書館』，（日

本医学図書館協会 ISSN:04452429）Vol.48, No.2，2001.06，p218-222. 

[2001/06/Ko] 国立国会図書館逐次刊行物部新聞課「全国新聞総合目録データベースについて」，『国立国会

図書館月報』（ISSN:00279153），通号483，2001.06，p1-8. 

[2001/06/Mo] 茂出木理子「東京大学における新しい情報サービスの戦略と展開：利用者は電子図書館サー

ビスに何を求めているのだろうか？」，『INFOSTAシンポジウム予稿集』，No.2001，2001.06，p63-66. 

[2001/07/Sh] 志保田務，中村恵信「書誌情報の集中提供システムの成立と利用関係マニュアル策定の相

関：その読み取りの試み（特集[日本図書館研究会]第42回研究大会）―（グループ研究発表）」，『図書

館界』，Vol.53, No.2，2001.07，p142-145. 



 

[2001/07/Wa] 渡邊隆弘「図書館目録とメタデータ（特集[日本図書館研究会]第42回研究大会）―（グル

ープ研究発表）」，『図書館界』，Vol.53, No.2，2001.07，p126-133. 

[2001/08/Ka] 鹿島みづき（愛知淑徳大学図書館）「CORCプロジェクトに参加して（メタデータPart2：21

世紀のメタデータの利用方法と可能性）」，『情報の科学と技術』（社団法人情報科学技術協会 

ISSN:09133801），Vol.52, No.8，2002.08，p409-417. 

[2001/08/Ko] 国立情報学研究所コンテンツ課「韓国・朝鮮語資料の取扱い（案）の公開」，『NACSIS-CAT/ILL

ニュースレター』，4号，2001.08.17. 

[2001/08/Ko] 国立情報学研究所コンテンツ課「REMARCの導入」，『NACSIS-CAT/ILLニュースレター』，4号，

2001.08.17. 

[2001/08/Ko] 国立情報学研究所コンテンツ課「学術雑誌総合目録欧文編 2002年版データ更新の開始」，

『NACSIS-CAT/ILLニュースレター』，4号，2001.08.17. 

[2001/08/Ma] 増元弘信（広島大学附属図書館）「小規模資料群の遡及入力法試論：OCRソフトと JGAWKを

使用して」，『大学図書館研究』（学術文献普及会 ISSN:03860507）No.62，2001.08，p27-36. 

[2001/08/Mi] 三浦敬子，松井幸子「欧米における著者名典拠ファイルの共同作成の動向」，『日本図書館情

報学会誌』（日本図書館情報学会 ISSN:13448668），Vol.47, No.1，2001.08，p29-41. 

[2001/08/Mo] 森山光良「分散型総合目録ネットワークの分類と評価：図書館ネットワークの発展段階と標

準化過程におけるZ39.50の位置付け」，『図書館雑誌』（日本図書館協会，ISSN:03854000），95(8) ，2001.08，

p554-557.  

[2001/08/Mu] 村上泰子（梅花女子大学）「図書館界とメタデータ：米国議会図書館の戦略を中心に（メタ

データPart2：21世紀のメタデータの利用方法と可能性）」，『情報の科学と技術』（社団法人情報科学技

術協会 ISSN:09133801），Vol.52, No.8，2002.08，p402-408. 

[2001/08/Oo] 大野友和, 久保木和義, 平田さくら（明治大学図書館）「国際協力事業としての図書館づく

り：韓国・翰林大学校日本学研究所図書整理を支援して」，『大学図書館研究』（学術文献普及会 

ISSN:03860507），No.62 ，2001.08，p13-19. ＊韓国図書館におけるNACSIS-CATの利用 

[2001/08/To] 富田健市「海外日本語図書館への情報化支援：北京日本学研究センターの場合（国立情報学

研究所中国との学術情報プロジェクト）」，『大学図書館研究』（学術文献普及会 ISSN:03860507）No.62，

2001.08，p20-26. ＊1998年7月から始まった３か年プロジェクトの概要。 

[2001/08/Uz] 鵜澤和往「ISO ILLプロトコルとNACSIS-ILL」，『カレントアウェアネス』，no.264，2001.08，

p2-4. 

[2001/09/Fu] 藤沢みどり「大学図書館と公共図書館の相互貸借の事例：厚木方式とは (特集：ネットワー

ク時代の図書館資料相互貸借)，『現代の図書館』（日本図書館協会 ISSN:00166332）,Vol.39, No.3， 

2001.09，p146-152. 

[2001/09/It] 伊藤民雄（実践女子大学図書館）「東アジアの書誌ユーティリティ（特集：書誌情報）」，『医

学図書館』，Vol.48，No.3，2001.09，p274-281. ＊書誌ユーティリティの機能としてNIIへ提言。 

[2001/09/Ki] 北克一，呑海沙織「学術情報流通の変容と大学図書館：20世紀最後の10年間（[図書館界]300

号記念特集：図書館・図書館学の発展―21世紀を拓く）―（図書館サービス）」，『図書館界』，Vol.53, No.3，

2001.9，p301-313. ＊10年間の関係文献のレビュー。 

[2001/09/Ko] 河野綾音「岐阜県における図書館資料相互貸借と県域総合目録の現状 (特集：ネットワーク

時代の図書館資料相互貸借)，『現代の図書館』（日本図書館協会 ISSN:00166332）,Vol.39, No.3， 2001.09， 

p125-130.  

[2001/09/Ku] 町田敬一郎「山口県域総合図書目録構築の試み」，『図書館学』（西日本図書館学会），79，2001.9，

p15-21. 

[2001/09/Sa] 阪口哲男（図書館情報大学）「XMLと図書館目録（書誌情報）」，『医学図書館』，（日本医学図

書館協会 ISSN:04452429）Vol.48, No.3，2001.09，p282-289. ＊RDFによるメタデータの記述。 

[2001/09/Sh] 柴田正美「図書館ネットワークの意義と課題 (特集：ネットワーク時代の図書館資料相互貸



 

借)，『現代の図書館』（日本図書館協会 ISSN:00166332）,Vol.39, No.3， 2001.09， p115-124.  

[2001/09/Ta] 田窪直規「書誌情報とその標準化（[図書館界]300号記念特集：図書館・図書館学の発展―

21世紀を拓く）―（資料の組織化と標準化）」，『図書館界』，Vol.53, No.3，2001.9，p364-376. 

[2001/09/Ta] 田邊稔「ドキュメントデリバリーサービスの実際と応用（概説）：グローバルILL/DDSを目

指して(特集：ネットワーク時代の図書館資料相互貸借)，『現代の図書館』（日本図書館協会 

ISSN:00166332）,Vol.39, No.3，2001.09 p159-166.  

[2001/09/Yo] 米澤誠「NACSIS-CATの現状と総合目録データベース統計（特集：書誌情報）」，『医学図書館』，

（日本医学図書館協会 ISSN:04452429）Vol.48, No.3，2001.9，p267-273. 

[2001/09/Yo] 吉田倫子「総合目録と相互貸借考：横浜市の現状から見えてきたこと (特集：ネットワーク

時代の図書館資料相互貸借)，『現代の図書館』（日本図書館協会 ISSN:00166332）,Vol.39, No.3， 2001.09 

p131-139.  
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[2002/09/Ko] 国立情報学研究所コンテンツ課「目録で今の操作は大丈夫？」，『NACSIS-CAT/ILLニュース

レター』，8号，2002.09.13. 

[2002/09/Ko] 国立情報学研究所コンテンツ課「ドイツでの目録システム講習会開催」，『NACSIS-CAT/ILL
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2003年（平成15年） 
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ーク（GIF）構想の現状（国際学術コミュニケーション特集）」，『大学図書館研究』，No.67，2003.03，p15-18. 

[2003/03/Ki]○金容媛「主要国の図書館情報政策の概要．日本」，『図書館情報政策/金容媛著』，丸善，2003.03，
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[2004/03/Ta] 田坂憲二「『川端康成全集』とNACSIS Webcat」，『文藝と思想』，no.67,2003.02，p309-323. 
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